








































10 月中旬  ・参加者募集  
・参加者決定  
11 月  ・事前研修１「日本語教育概説」  
２「教科書の構成、平仮名と片仮名」  
３「分析：L1 の文法」  
４「分析：L1 の練習」  
12 月  ・事前研修５「分析：L2 の文法・練習」  
６「分析：L3 の文法・練習」  
７「ドリル練習の方法、練習課題の作成」  
８「授業観察の方法」  
1 月初旬  ・MIT での研修  
・研修振り返り  
 











1  The Japan Times(2011)「初級日本語げんきⅠ改訂版」を使用  

















 1 月 8 日から、 11 日に実習が行われた。報告者は諸事情により
同行できなかったが、KUIS 生には毎日活動記録を提出させ、必要
があればビデオ会議システムを使って相談に乗るようにした。研修
では、毎日午前 10 時から午後 1 時の間に行われる授業を見学した。
その後、昼食休憩を経て、3 時半頃までヘルプデスクで待機し、質
問を受け付けたり、希望者と一緒に練習を行ったりした。  





で、「教師の発話」に 1 点、「教材の使い方」に 1 点記述があった
2  巻末資料１  
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のみだった。一方、「良かったところ」には、「教師の発話」に 11




 ヘルプデスクでは、 4 日間を通して延べ 11 人の学習者の指導を
した。活動記録 3 に記された一日ごとの対応人数と活動の概要は表
2 の通りである。  
  
表 2 
 対応人数  活動内容  
１月８日  8 ・時計の読み方の練習   




９日  1 ・平仮名テストのための学習  
10 日  2 ・こそあど（指示詞）の使い分け練習  
・助詞「を」を使った文の練習  
・会話練習  








3  巻末資料 3 





















PAC 分析支援ソフト「PAC アシスト（ ver.  20080324）」を利用し
た。  
次に、統計分析ソフト R （ ver.  3.5.2）を利用してクラスター分
析を行い、デンドログラムを作成した。報告者がクラスターの分割
案を提示したが、最終的な決定は KUIS 生自身が行った。得られた
デンドログラムを表 3 に示す。  
表３  
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４． 2 研修の学びについての KUIS 生の総合的解釈  
 KUIS 生はデンドログラムを 7 つのクラスターに分けた。クラス
ターそれぞれについて名前をつけさせたり、クラスター間の類似性
や違いなどを考察させたりする過程を通して、KUIS 生の分析を引









４． 3 研修の学びについての報告者の総合的解釈  
 ここでは、KUIS 生の学びについての報告者の総合的な解釈を述
べる。  




MIT 生についての記述は、 意欲 ・ 集中力 ・ 努力 など学習態度に
着目したものが主であった。また、教員については、 才能 ・ 瞬発
力・的確さ などの能力に着目したものであった。授業については、
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資料 2 ヘルプデスク活動記録フォーム
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